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message

　日頃より当会の活動にご理解・ご協力を賜り心よりお
礼申し上げます。令和 2 年度は COVID-19 が猛威を振
るった一年間でした。感染によりお亡くなりになられ
た方におかれましては、心よりお悔やみ申し上げます。
COVID-19 は通所リハビリテーションを始めとする通所
系サービスに甚大な影響を与えました。当会の事業にお
いても、第 42 回全国デイ・ケア研究大会 2020 in 倉敷が
開催延期、リハビリテーション・ケア合同研究大会大阪
2020 が開催中止、さらには上半期における研修会の開催
未実施等、例年では皆様と一緒に盛り上げていた事業が
滞る事態となりました。しかし、ワクチンの接種が徐々
に開始しており、わずかながら希望の光をみえ始めてい
ます。令和 3 年度は明るい未来に希望を抱き、当会もさ
らなる事業の発展を試みてまいります。
　さて、令和 3 年度介護報酬改定により新たな 3 年間が
始まりました。通所リハビリテーションにおいては、旧
リハビリテーションマネジメント加算Ⅰ、介護予防リハ
ビリテーションマネジメント加算が基本報酬に包括され
ることになり、リハビリテーションマネジメントの概念
は全事業所において必須となりました。また、VISIT・
CAHSE を統合した LIFE が誕生し、科学的介護の推進に
一層取り組むことが求められることになりました。さら
には、生活行為向上リハビリテーション実施加算の新た
な活用方法が提示され、リハビリテーションマネジメン
ト加算 （A）（B）との組み合わせにて、より一層の普及
が期待されます。当会は兼ねてより、研修会を通して様々
な情報をお伝えしてまいりましたが、改定後の新たな制

information

度に適応できるよう、さらなるブラッシュアップを続け
ていきます。令和 2 年度よりオンライン形式の研修会を
開始し、現地開催では参加が難しかった方も多くのご参
加をいただきました。今後もオンライン開催を中心に研
修会を企画し、情勢によっては参加者同士の交流が取り
やすい現地開催も検討していく所存です。
　また、令和 2 年度に開講を予定していた「在宅リハビ
リテーションエキスパート・ジェネラリストコース」も
延期となりましたが、令和 3 年度はオンライン開催も念
頭に入れつつ開催する方向で準備を進めています。あら
ゆるケースに対しオールラウンダーとして対応可能な在
宅リハビリテーションマスターを一緒に目指していきま
しょう。
　さらには、延期していた「第 42 回全国デイ・ケア研究
大会 2020 in 倉敷」が、「第 42 回全国デイ・ケア研究大会
2020 ～ 2021 in 倉敷」として 9 月 3 日～ 4 日に開催を予
定しています。会場は倉敷市芸文館であり、ハイブリッ
ド開催として準備を続けています。皆様が安心して参加
できる方法、また参加者同士がつながることができる研
究大会の醍醐味を失わないよう今後も尽力してまいりま
す。多くの方のご参加をお待ちしております。
　末筆になりますが、令和 3 年度は COVID-19 のワクチ
ン接種による日常の再変化や令和 3 年度介護報酬改定に
より、さらなる変革が求められる年度となります。今後
も会員の皆様とともに、通所リハビリテーションの発展
に向けてより一層精進してまいります。皆様のご理解と
ご協力を何卒よろしくお願い申し上げます。

COVID-19 のワクチン接種による日常の再変化、
令和 3 年度介護報酬改定により、さらなる変革が求められる年度。

近藤 国嗣

JADC会長
東京湾岸リハビリテーション病院　院長

開 催 日 研 修 会  開 催 地 ・ 開 催 方 法

６月
5 日（土）～ 6( 日 ) 生活行為向上リハビリテーション研修会 オンライン開催

22 日（火）～ 23 日（水） リハマネジメント研修会（平日夜開催） オンライン開催

７月

3 日（土） リハマネジメント研修会 オンライン開催

４日（日） 状態・疾患別プログラム研修会 オンライン開催

10 日（土）～ 11 日（日） 生活行為向上リハビリテーション研修会 オンライン開催

８月
21 日（土）～ 22 日（日） 生活行為向上リハビリテーション研修会 オンライン開催

27 日（金）～ 29 日（日） 在宅リハ EG コース ① オンライン開催

９月

2 日（木） 明日から使える！初めての通所リハ実践研修会
オンライン開催

（ハイブリッド開催）

3 日（金）～ 4 日（土） 第 42 回全国デイ・ケア研究大会 2020~2021 in 倉敷 倉敷市芸文館
（ハイブリッド開催）

18 日（土）～ 19 日（日） 生活行為向上リハビリテーション研修会 オンライン開催

 10 月

6 日（水）・8 日（金） リハマネジメント研修会（平日夜開催） オンライン開催

９日（土） リハマネジメント研修会 オンライン開催

10 日（日） 状態・疾患別プログラム研修会 オンライン開催

16 日（土）～ 17 日（日） 生活行為向上リハビリテーション研修会 オンライン開催

22 日（金）～  24 日（日） 在宅リハ EG コース ② オンライン開催

JADC EVENT SCHEDULE

• 活動と参加に資する通所リハビリテーションの役割
• ICF の理解とリハビリテーションマネジメント
•リハビリテーションマネジメントにおけるSPDCAサイクル
•状態別・疾患別リハビリテーション（運動器疾患・認知症・
   中枢神経疾患・進行性疾患）
•活動と参加のためのサービス提供時間別リハビリテーショ
   ンの特性と実際

　このたび、JADC が監修しました「通所リハにおけるリハビリテーションマネジメント
実践マニュアル（中央法規出版）」が出版されます。
　令和 3 年度介護報酬改定により、旧リハビリテーションマネジメント加算Ⅰ・介護予
防リハビリテーションマネジメント加算がが基本報酬に包括され、今やリハビリテーショ
ンマネジメントは通所リハビリテーションにとって当たり前のものとなりました。リハ
ビリテーションマネジメントを効果的に取り組むためには、SPDCA サイクルに則った
介入が必要です。本書には、通所リハビリテーションの総論から、SPDCA に沿ってど
のように取り組むことが求められているか、各疾患の介入方法、サービス提供時間別
による取り組みの違い、地域連携、そして今改定で強化された科学的介護の推進（LIFE）
について等、幅広い内容が掲載されています。
　本書はまさに、「今」通所リハビリテーションに求められていることが満載です。
ぜひともご一読いただき、通所リハビリテーションの発展へお役に立てますと幸いで
す。
	  書名：通所リハにおけるリハビリテーションマネジメント実践マニュアル
	  定価：本体 4,400 円（税込）
	  発行：中央法規出版株式会社
	  監修：一般社団法人全国デイ・ケア協会

目 次（一部抜粋）

知的好奇心は止まらない。止めてはいけない。

• 利用開始時における医療機関との連携
•ケアマネジャーとの連携
•生活機能向上連携加算
•移行支援加算
•活動と参加につながるVISIT（LIFE）の内容とメリット
• VISIT 運用事例　
   など

　 ニーズに応えさらにブラッシュアップされた令和３年度の研修会。
　昨年度は中止、延期を余儀なくされた JADC の研修会。いかにして会員の皆様とつながりながら有益な研修会を開催で
きるか模索し続けてきました。そこから生まれた新たな研修会のカタチも安定。機能も内容も大幅にブラッシュアップされ
た今年度の JADC 研修会へぜひご参加を。平日夜の開催もあります。

　 通所リハにおける リハビリテーションマネジメント 実践マニュアル 出版。
通所リハに“今”求められていることが満載。



　岡山県通所リハビリテーション協議会では新型コロナウ
イルス感染症が早期に終息することを願い、プログラムに
オンライン開催の導入を検討するなどの創意工夫を行いな
がら、今年 2 月、3 月に 2 回の大会を開催しました。いず
れも会場とオンラインでのハイブリット開催にて行い、実
施に際しては「岡山市地域活動（イベント）等の開催にお
ける新型コロナウイルス感染症対策ガイドライン」を遵守
し、徹底した感染予防対策を講じました。
　具体的には、マスクの着用や検温・手指消毒等、基本的
な感染症対策ほか、会場各所で３密（密閉・密集・密接）
を避ける取り組みを実施。開催に当たっては、体調チェッ
クシートの活用とともに参加者の把握を行い、有事に備え
て公的機関へ情報提供ができる体制を整えました。また、

 第 42 回全国デイ・ケア研究大会 2020 〜 2021 in 倉敷
やる気とつながり　地域共生社会での通所ケアの役割

2021 年 9 月 3 日（金）〜 4 日（土）
倉敷市芸文館（ハイブリッド開催）

 https://42daycare-kurashiki.com/

新型コロナウイルス感染症の世界的な蔓延が、我々の生活を取り巻く環境を大きく変化させてから 2 年が
経過しようとしており、マスクを着用し、人との接触を極力減らし、外出を控え…等の生活が現在も継続し
ています。しかし、このことが ICT 技術の使用頻度を格段に増加し、介護保険においても ICT を活用した
際の報酬体系が整備されたりと若者だけではなく、高齢者を取り巻く環境も変化してきていると実感してい
ます。

　　　　　　例えば、当法人通所リハビリテーションのリハビリテーション会議の開催にあたり、施設内面会制限下で
あり外部の事業所等の出入りが出来ない中で、電話での会議が主でありました。しかし、顔の見える関係を継続していく
ことが通所リハビリテーションでは必要と考え、テレビ電話機能を使用した会議に変更しました。また、サービス担当者
会議においても、岡山県事業として利用されている多職種連携情報共有ツール（ケアキャビネット）を用いて、居宅に伺っ
ているケアマネジャーと iPad を介して web 会議を開催し『密』を回避しながら必要な情報を得るようにしております。
　このように ICT を活用した連携が進む中、今大会もハイブリッド形式での開催とし、より多くの皆様に参加していた
だけるよう、今後も感染予防対策措置を徹底して準備を進めて行きたいと思います。

清水 律男（医療法人福嶋医院　いるかの家リハビリテーションセンター）
　

大会の開催にあたりホームページ、申込み関連、大会 Twitter アカウントの管理等をさせていただいてい
ます、米谷と申します。全国デイ・ケア研究大会は本大会で 42 回目となる歴史のあるものですが、一方で
時代は移り変わっており、大会開催までの準備や方法も変化が必要でした。当事務局ではまず参加する際の
手間を簡素化するべく、QR コードでの受付を決定いたしました。また特別な機器は不要でスマートフォン
等での受付も可能であります。

また受付の所要時間を短縮し、非接触での受付も可能で、昨今のコロナウイルスの感染状況においても情
勢にあったものとなっています。他にも広報において Twitter 等 SNS を利用することにより、これまでよりも幅広く本
大会を知っていただける機会が増えたと思っております。開催方法においてもオンラインでの参加も可能となるハイブ
リット型での開催となっています。今後の発展とご活躍のために何の憂いもなく参加できるように進めていますので、皆
様と現地、またはオンラインでお会いできる日を楽しみにしております。

米谷 信哉（医療法人福嶋医院　いるかの家リハビリテーションセンター）

https://www.facebook.com/daycare.jp/Japan Association for  Day Care

新型コロナウィルス感染症拡大下で、安全かつ効果的な研究大会運営を目的に感染対策局を立ち上げまし
た。ハイブリッド開催では現地にも参加者の来場が想定されます。研究大会における感染対策は不可欠です。
その重責をチームで担い、皆様に倉敷でお会いできるのを心から楽しみにしています。宜しくお願いします。

畠中 雄矢（医療法人おまち整形外科医院 地域リハビリテーションセンター）

クラスター事例が大変多く聞かれた昼食場面については、
指定場所以外での飲食を禁止するなどの措置を行い、「マス
ク会食」と「黙食」の協力を依頼しました。
　大会実行委員会では、現在も様々な感染防止対策を講じ
ながら、皆さまに少しでも安心してご参加いただけるよう、
今年９月の倉敷大会に向けて全力で準備を進めております。
つきましては、皆さまにはご不便をおかけすることもある
かと思いますが、何卒ご理解とご協力を賜りますようよろ
しくお願い申し上げます。

2 月 12 日、岡山県通所リハビリテーション協議会 研究会の様子。

感染対策局長

１年の延期決定を経て、開催準備を進めてきた運営スタッフからメッセージ！

岡山市内感染状況と感染予防対策、研究会・県通所リハ研究大会の開催実績について

実行委員

　昨年、令和２年 7 月 10 日・11 日の大会開催に向け関係機関と協議を重ね、大会長をはじめとして、名誉
大会長・実行委員長および実行委員で準備を進めてまいりました。しかしながら、世界的な感染症拡大によ
り大会の開催を延期させていただきました。参加・演題登録をしていただきました方々には、ご理解を賜り、
心よりお礼申し上げます。
　この度、大会名を『2020 ～ 2021』と改め、新たな気持ちで大会準備をすすめております。今回の大会は、
現地開催・オンライン開催のハイブリッド形式での開催とさせていただくことで、参加される皆様方の感染

リスクを考慮した開催方法と致しました。また、ホームページからの大会参加登録をしていただきますと、登録していた
だいたメールアドレスに大会参加受付用の QR コードを送信させていただきます。現地開催でお申込みいただいた方は、
当日受付で QR コードをかざしていただくことで受付完了となる非接触受付を導入したりと、感染リスクを抑える様々な
対策検討し、安心して参加していただけるような大会となるように努めております。
　この大会が今後の各種団体・学会開催におけるひとつの新しい形となれるよう、残された準備期間で更なる感染対策お
よびより良い学びの場となれるよう、検討を重ねてまいる所存でございます。大会当日、倉敷の地またはオンラインにて
多くの皆様の参加をお願い申し上げます。

早川 真一（医療法人福嶋医院　いるかの家リハビリテーションセンター）　

　
本来であれば「是非、倉敷へお越しください」と言いたいところですが、新型コロナウィルス感染症第 4

波の現状では難しい広報になりました。約一年の延期を経て、社会状況は改善すると昨年は信じていました
が、変異ウィルス等の新たな課題に直面しています。

　しかし、暗い話題ばかりではありません。ワクチン接種が開始され、長いトンネルの先に少しずつ出口
の明かりが見え始めました。倉敷大会は現地とオンラインを活用したハイブリッド開催を予定しています。
新しい日常に相応しい新しい研究大会に全国から一人でも多くの参加を楽しみにしています。プログラムに

は、新型コロナ感染症や皆様が直面している令和 3 年度介護報酬改定についても新たに組み込み、有意義な研究大会を企
画しています。また、私は全国デイ・ケア協会研修認定委員として前日研修も例年通り予定しています。
　私自身、全国各地で開催される研究大会に参加することが毎年の大きな楽しみでした。しかし、今回は状況によって倉
敷で皆様にお会いできないかもしれないのは本当に残念でなりません。全国で研究大会を楽しみにしてくださっている皆
様が「安心」して参加でき、どこよりも「有益な情報」を発信共有出来る場を実行委員会一丸となり全力で準備します。
皆様、9 月を楽しみにしていてください。

仁科 康彦（医療法人おまち整形外科医院　地域リハビリテーションセンター）

広報局長

　
今大会では COVID-19 の発表カテゴリーを

追加させていただきました。全国の施設での
様々な取り組みや成果をご教授いただき、情
報共有が行え、日々の業務に有効に活用でき
る場を提供する機会に携わらせていただき感

謝申し上げます。微力ではありますが、今大会が参加い
ただける皆様にとって有意義な大会になりますよう尽力
させていただきます。せっかくのハイブリッド形式ですの
で、普段参加されたくても遠方の学会には参加が難しいと
いう方も、ぜひ、お気軽にご参加いただきたいと思います。

初岡 寛
（内田整形外科医院リハビリテーションセンター）　

学術局長

　主に、プログラムや抄録作成をさせていた
だいております。昨年は新型コロナウイルス
の感染拡大に伴い 1 年延期となり、改定がメ
インのプログラムから改正後の体制等につい
て意見交換の場となるような大会になります。

　また、感染症も終わりが見えない状況の中で、日々迷
いながらサービスを提供している皆様に、少しでも参考
になる大会となる様準備を進めてまいりますので、皆様
のご参加をお待ちしております。

宮澤 秀行
（医療法人青木内科小児科医院通所リハビリテーション）

運営局長

おいでんせ〜、倉敷

お土産は橘香堂では倉敷名物む
らすずめがおすすめらしい。

近隣には美観地区があります。
大原美術館→ロダンの有名な
彫刻がお出迎え。
夜↓もかなりよいらしい。。。

せっかくの岡山出張。倉敷はかなりイイらしい。

大会特設サイト

事務局長



JADC は３つの委員会で構成されています。各委員会は JADC の理念に沿って方針、目標を
明確にし活動を展開しています。構成メンバーはみなさまと同じように全国の施設のスタッフ
でもあり、現場の生の声を感じながら企画、活動に反映させているわけですが、それぞれの活
動が共有／リンクしていることが重要です。それぞれがジグソーパズルのワンピースとなり強
く結びついています。

リハビリテーション・ケア合同研究大会 兵庫 2021
	 Let's integrate! ～リハビリテーションの心技体～

2021 年 11 月 18 日（木）〜 19 日（金）
ANA クラウンプラザホテル神戸

神戸芸術センター

　リハビリテーション・ケア合同研究大会（以下リハ・ケ
ア大会）は、平成 9 年に第 1 回を熊本で開催し、今年が 22
回目となります。過去の大会に参加して、リハ・ケア大会
は医療職・介護職その他病院施設等で働く様々な職種が行
う取り組みを紹介しております。ゆえに、参加者は普段触
れることができない職種の取り組みを知ることができる非
常に貴重な大会です。全国デイ・ケア協会は、その前身で
ある連絡協議会の頃より主催６団体の１つとして長らくリ
ハ・ケア大会に関わり、その時期に重要となるテーマを掲げ、
シンポジウム形式で参加者へ伝えたいメッセージを発信し
て参りました。
　今年度は介護報酬の改定により、生活行為向上リハビリ
テーション実施加算にも算定要件の変更があり、再度クロー

ズアップされております。全国デイ・ケア協会では、この生
活行為向上リハビリテーション実施加算に焦点をあてたシン
ポジウムをご用意いたしております。当協会の土井勝幸副会
長が、これまでに行ってきた利用者への生活行為の再獲得
に向けた想いをシンポジストと共に熱くお伝えいたします。
以下に詳細を掲載しておりますのでご覧ください。
　今年度のリハ・ケア大会は新型コロナウイルス感染症の
影響で学会の中止や延期が続いている中、学びの機会を止
めてはいけないという思いで、感染症対策を万全にハイブ
リット（オンラインと現地開催の同時実施）という形で本
大会の開催が準備されており、現地に行かずともその中身
を知ることができる機会となります。
　ぜひ皆様の参加をお待ちしております。

　今回の、リハビリテーション・ケア合同研究大会 兵
庫 2021 において、当協会は主催者団体シンポジウムと
して、生活行為向上リハビリテーションを取り上げ、テー
マとして『活用していますか？ 生活行為向上リハビリ
テーション』と設定しました。
　ご存じのように、「生活行為向上リ
ハビリテーション実施加算」は、平成
27 年度の介護報酬改定において、利
用者の QOL 向上に向け、生活行為の
向上や役割の創出、社会参加等に資す
るプログラムとして、通所リハビリ
テーションに新設されています。この
加算は、通いのサービスである通所リハから、実際の生
活の場、活動の場に出向いての訪問指導が柔軟に行える
という画期的な特徴を持っていました。
　しかしながら、リハビリテーションマネジメント加算
の上位区分の算定や、６ヶ月の提供をもって原則利用を
終了することを要件とし、介護報酬も高額であることか
ら普及するに至っていません。平成 30 年度改定では、

　 医療職、介護職 .......、あらゆる職種の方々が一同に会す一大コンベンション。

活用していますか？ 
生活行為向上リハビリテーション

One Piece for AllOne Piece for All
All for One PieceAll for One Piece
One Piece for All
All for One Piece

委員会便り委員会便り

https://www.facebook.com/daycare.jp/Japan Association for  Day Care

より「活動と参加」の支援が必要な予防給付へと対象も
拡がり、普及に向けた制度の充実が図られましたが、そ
れでも有効に活用されている実績が見えてきません。
　「活動と参加」の支援に向けた象徴的なリハビリテー
ションとして、大きな期待が寄せられている仕組みで

あることも踏まえ、令和 3 年度の改定で
は、現場で取り組みやすく、かつ当事者
からも理解が得られるよう、本加算の単
位数や算定要件等が大きく見直されてい
ます。
　今こそ「活動と参加」の支援に向け、
当協会を上げて「生活行為向上リハビリ

テーション」への取り組みを加速させるメッセージを発
信したいと思っています。
　本シンポジウムでは、通所リハビリテーションにおけ
る生活行為向上リハビリテーションの実践例を紹介し、
新しい算定要件のメリット、取り組みを通じて見えてき
た課題等について報告し、改めてその目的や効果を理解
し、普及につなげたいと考えます。

【座 長】
	 土井 勝幸（全国デイ・ケア協会 副会長　介護老人保健施設せんだんの丘 施設長　作業療法士）
【シンポジスト】
	 松永 玄（谷津居宅サービスセンター　理学療法士）
	 都甲幹太（介護老人保健施設あやめの里　作業療法士）
【報告内容】
	 1. 土井 勝幸：生活行為向上リハビリテーションの目的、加算要件、活用の例示など
	 2. 松永 玄：リハ病院併設の通所リハにおける生活行為向上リハビリテーションの実践
　　　　		     理学療法士の視点も併せて報告
	 3. 都甲幹太：老健施設併設の通所リハにおける生活行為向上リハビリテーションの実践
　　　　                  作業療法士の視点も併せて報告

　シンポジウム概要　シンポジウム概要　シンポジウム概要

担当理事：森山 雅志（小倉リハビリテーション病院）　委員長：染谷 和久（霞ヶ関南病院）

調 査 委 員 会

　令和 3 年度の介護報酬改定では、リハマネ
ジメント加算の見直しや移行支援加算（旧：
社会参加支援加算）の要件緩和など、通所リ
ハにおいて多くの対応がなされました。これ
らの改定に向けた議論は、厚生労働省が実施
する介護給付費分科会という審議会の中で行
われています。令和 3 年度の改定に向けた議

論では、本会が実施した調査のデータが主たる資料として
提示され、改定の内容に大きく寄与しました。このように、
調査委員会では、「調査」というツールを用いて現場の声を
集約し、厚生労働省へ届ける役割を担っています。

　また、調査によって得られた情報は、委員会内にて分析し、
活用できる形へと変換して、会員のみなさまへお伝えして
います。例えば、毎年、その時々のトピックスに合わせた
調査報告書を作成し、会員のみなさまへ配布。昨年度末に
は改定後の収入予測に関してシミュレーションシートを用い
て支援し、その影響と対策を含めた報告会を開催しました。
このように、調査委員会では会員のみなさまよりいただい
た調査データを活かし、事業所運営やサービスの質の向上
に資する情報提供を積極的に展開しています。会員のみな
さまにおかれましては、ご多忙とは思いますが今後とも調
査等へのご協力・ご支援をよろしくお願いいたします。

染谷 一久

担当理事：野尻 晋一（介護老人保健施設 清雅苑）　委員長：藤本 健（八尾はぁとふる病院）

　皆さんもコロナ禍において様々な新たな取
り組みやご苦労をされていると思います。そ
のような状況のなか、研修認定委員会では皆
さんのニーズに応えるべく、昨年度はオンラ
イン開催を中心に様々な研修会を企画・運営
してきました。
　今年度も、効果的・効率的な取り組みを学

べる「リハマネジメント研修会」、利用者ごとのアプローチ
を学べる「状態・疾患別プログラム研修会」、初めて通所リ
ハに勤務した方向けの「明日から使える！初めての通所リ
ハ実践研修会」、経営面への視座を学べる「経営戦略セミ

ナー」、この 4 つの研修会を核として開催していきます。内
容も令和 3 年度介護報酬改定を踏まえ、より充実していま
す。詳しいスケジュールはホームページに随時掲載してい
きますので、ぜひともご確認ください。開催方式は今年度
もオンライン開催を中心に行い、後半は社会状況もみなが
らハイブリッド開催も検討してきます。
　昨年度は慣れない中でそれこそ「おっかなびっくり」始め
たオンライン開催ですが、いまでは講義内容やグループワー
ク進行も充実させています。オンライン開催でのメリットを
最大に活かしつつ、内容もグレードアップして今年度も様々
な研修会をみなさまにお届けいたします。ご期待ください。

研 修 認 定 委 員 会

藤本 健

担当理事：多良 淳二（介護老人保健施設 イマジン）　委員長；加藤 誠（介護老人保健施設 せんだんの丘）

　広報委員の活動は、主にデイケアニュース
の企画発行と、ホームページを活用した情報
発信です。デイケアニュースについては、既
に会員みなさまのお手元に届き、ご覧いただ
いていることと思います。
　私がいつも心がけているのは、「全国デイ・
ケア協会らしさ」です。コンテンツ内容や執

筆者の選定など、会員のみなさまにとって有益であり、毎
日の業務や事業運営の一助になるよう企画を練っておりま
す。時には明るくわかりやすく、時には核心に迫る内容な
どを織り交ぜながら、誌面特有の強みを活かしながら、活
動をお届けしていきます。

　ホームページについては、今般では大変重要な情報源と
なっていると認識しております。繰り返し手を加えながら、
見やすさ、使いやすさ、情報の新鮮さなどに注意を払いな
がら運営しております。また、本年度は見た目という個人
の主観に左右される印象だけでなく、アクセス解析をもと
に、必要なコンテンツや記事内容の分析や構成を見直して
いく予定です。加えて、企業会員のみなさまにおかれまし
ても、当協会にご助力いただいている実感をしてもらえる
ようなコンテンツも企画していきます。
　双方とも、情報の出入り口であり、協会の活動がより多
くの方々に伝わるように尽力してまいります。

広 報 委 員 会

加藤 誠



介護報酬改定にともなって

科学的介護情報システム
LIFE Long-term care Information system For Evidence を学ぶ

　この科学的介護については、1990 年代以降に、医療分
野において「エビデンスに基づく医療」が実施されている
一方で、介護分野では、高齢者の尊厳を保持し、自立した
日常生活を支援することを理念としながら、それまでの

「介護保険総合データベース（以下、介護 DB）」だけでは、
提供されたサービス内容までは記録されず、科学的に効果
が裏付けられた介護が十分に実践されていない状況が指摘
されました（図１）。

　そこで、利用者に関するデータを基にした、科学的裏付
けに基づく介護を推進するための仕組みが必要となり、平
成 28 年度より、通所・訪問リハビリテーションデータ収
集システム（VISIT）の研究が始まりました。平成 29 年
度からは、有識者による「科学的裏付けに基づく介護に係
る検討会」の中で議論され、介護関連データベースによる
情報の収集・分析や現場へのフィードバックを通じた、科
学的裏付けに基づく介護の普及・実践を図るための仕組み
づくりがスタートしました。
　介護 DB は、要介護度別や地域別に利用者がどのような
サービスをどれくらい使っているのかは把握できますが、
どのようなケアを受けているかを分析することはできませ

ん。また、VISIT は通所や訪問リハビリテーション利用
者の状態像やサービス提供内容、効果等を把握することは
できても、栄養面や口腔機能、認知症の状態像の把握は難
しく、またリハビリテーション以外の介護サービス利用者
に関するエビデンスの構築には不十分でした。
　そこで、介護サービス利用者の ADL や認知症に関する情
報、栄養状態や口腔機能の情報など、VISIT では足りない
情報を「CHASE」により収集し、さらには両者を統合したデー
タ（LIFE）と介護 DB を連結して活用することにより、エ
ビデンスの創出に基づく施策の立案と併せて、介護事業所
へのフィードバックによる、質の高いサービス提供のための
PDCA サイクルの構築を推進することになりました（図 2）。

https://www.facebook.com/daycare.jp/Japan Association for  Day Care

令和 3 年度介護報酬改定では大きく 5 本の柱が示され、とりわけて強調されたのが「自立支援・重度化防止の取組の推進」
でした。さらに、多くのサービスの運営基準には介護保険等関連情報（科学的介護情報）の活用が明記され、すでに導入済
みの『VISIT』と、今般完成を迎えた『CHASE』の理解と浸透を図る観点から、統一した名称『科学的介護情報システム：
LIFE』が使用されることになりました。
ここでは、LIFE の利活用を進めていただくため、科学的介護の推進に至る経緯や LIFE の目的などについてまとめます。

　前述したように、LIFE は単なるデータベースではなく、
ビッグデータの活用によりサービス種別毎や事業所毎の効
果まで解析し、さらには事業所へのフィードバックを通し
てサービスの質の向上を推し進めるツールのため、本稼働
までには多くの課題が存在していましたが、厚生労働省は
複数の研究事業で解決を進めました。
　一部ですが、課題とそこへの対応例について以下にまと
めます。
1. 入力作業に要する現場の負担
 • LIFE に移行する以前（VISIT）は、関係様式すべての

項目についての提出を求められましたが、LIFE への移
行に伴い必須項目と任意項目が設定され、加算要件とし
ては必須項目のみとされました。

 • また、先行した VISIT の時期から、すでに活用してい
る介護ソフトへの入力と、LIFE への入力のいわゆる「二
度手間」が発生し、現場では手間をかけてまで取り組む
べきか悩むことも多くありました。厚生労働省は、介護
ベンダー各社と csv 形式での連携の更なる強化を進めて
いることもあり、ベンダーの対応が遅れているとの報告
もありますが、今後は一体的な運用により効率化が図ら
れるものと考えます。

2. フィードバックの内容や活用方法が周知されていない
 • フィードバック票については、令和 3 年介護報酬改定の直

前まで議論が続いたため具体的なものは示されませんでし
た。LIFE に移行した現在でも、その実態はフィードバッ
クを受けた事業所だけに示されていますが、利用者毎、事
業者毎の変化や傾向を把握することができるデータであり、
提供サービスの見直しや効果に関する説明、事業所の運営
改善等に活用できるツールであるため、まだ着手してない
事業所では、ぜひチャレンジしていただきたいと思います。

3. 実際の作業手順がわからない
　こちらは、厚生労働省が操作マニュアルや解説動画を作
成していますので、ぜひ参考にしてください。
　参考：https://life.mhlw.go.jp/manual.html
4. システムの導入や LIFE の登録等に時間を要す
　事業所側、厚生労働省側の双方にシステム上の不具合や、
介護システムベンダーの対応の遅れ、操作上のわかりにく
さなどあると思いますが、厚生労働省では、サポートデス
クの設置と併せて、事務連絡や Q&A で疑義解釈を発出し
ていますので参考にしてください。また一部の加算につい
ては、提出の猶予期間が設けられていますので、こちらも
関係通知をご参照ください。

　LIFE は、単位データを入力（提出）することが目的で
はなく、フィードバックデータを活用し、利用者毎、事業
所毎の PDCA サイクルを構築することで、リハビリテー
ション・ケアの質の向上、あるいは事業所の運営改善を図
ることが目的です。
　厚生労働省は、LIFE 関連加算について事務連絡を発出
していますが、その中で、「PDCA サイクルに沿った取組
を進める中で作成された、ケア計画等の情報を LIFE に提

　LIFE は手間こそかかりますが、サービスの質の向上の
一助となりうるツールです。また、「科学的介護の推進」
が全サービスの運営基準に含まれた現在、通所リハビリ
テーション事業所は、科学的介護情報システム（LIFE）
の導入・利活用に正面から取り組むことが求められ、今後
は LIFE 情報を参考にしたケアプラン作成が進むなど、将
来的には「LIFE を活用している」ことが事業所の選択条
件に含まれるようになると予想されます。

I .「科学的介護」導入までの経緯

Ⅱ . LIFE を本稼働させるための課題と対応

Ⅲ . LIFE の利活用により、なぜサービスの質は向上するのか？
出することで、利用者等単位又は事業所・施設単位で解析
された結果のフィードバックを受けることができる。この
フィードバック情報を活用することで、利用者等の状態や
ケアの実績の変化等を踏まえたケア計画等の見直し・改善
を行うことが可能となり、サービスの質の一層の向上につ
なげることが可能となる」としています。
　また２月19 日の事務連絡では、フィードバックデータの活
用をポンチ絵（図３）で解説していますので参考にしてください。

　LIFE に関しては、厚生労働省よりすでに多くの通知は
発出されており、マニュアルや動画での解説も公開されて
いますので、継続的、効率的に運用するために、ぜひ理解
を深めてください。
　そして、LIFE に登録する予定のない事業所、登録に躊
躇されている事業所は、まず一歩踏み出すために、1 例の
データ提出から始めてみてはいかがでしょうか。

Ⅳ .  おわりに

第 2 回未来投資会議　厚生労働大臣提出資料（H28/11/10）

第 178 回社会保障審議会介護給付費分科会 資料 1（R2/6/25）

図 3. 個別化された自立支援・科学的介護の推進例（イメージ）
例２：施設入所施設入所者の排せつ状態の改善に関わる取組の評価（事業所単位）例１：リハビリテーションの提供に応じた、最適な栄養の提供について評価（利用者単位）

厚生労働省　各都道府県介護保険主管課（室）宛　事務連絡（R3/2/19）

図１. ICT を活用した自立支援・重度化防止に向けた介護に関する取組の展開

図２. VISIT を用いた PCDAサイクルの好循環のイメージ
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　現時点では、旧認定制度の「認定管理者」から移行され
た方が大半ですが、全国で 31 名の「認定デイ・ケアマスター」
がいます。その内訳は、看護師 1 名、理学療法士 22 名、作
業療法士 8 名です。取得できる職種は、医師、看護師、介護職、
リハビリテーション専門職、医療福祉相談員など多職種に
わたります。JADC ホームページでも取得者のいる事業所
は確認することが出来るようにもなりました。
　2020 年度、2021 年度と COVID-19 の影響により、感染
症対策の観点から現地開催での研修会は見合わせておりま
すが、オンラインでの研修会は各種開催しております。こ
れまで、現地へ足を運んで参加ができなかった方も、平日
の業務後や休日など、研修会の開催様式もオンラインで多
様性に合わせて開催しています。初めてオンラインで研修
会に参加される方でも、事前に事務局にご連絡をいただけ
れば接続テストなども対応いたします。このような時期だ
からこそ、各種研修会への参加や認定申請をお待ちしてお
ります。ご不明な点があれば事務局までお問い合わせくだ
さい。

　全国デイ・ケア協会（以下：JADC）では、平成 25 年
度に「認定管理者制度」を創設しました。この旧認定制度
の「認定管理者」は、「通所系サービス（通所介護・通所
リハビリテーション等）における管理者として必要な専門
的知識・経験・技術を有する事を認められた者」とし、「通
所系サービス（通所介護・通所リハビリテーション等）の
質の向上、利用者の自立支援、地域住民の自助・互助活動
への支援を行い、地域リハビリテーションの普及・啓発を
促す管理者の育成」とまとめられていました。
　通所リハビリテーション事業所に関しては、平成 25 年
当時、7,047 事業所から、令和元年では 8,318 事業所へ増
え（厚生労働省：介護サービス施設・事業所調査より）、
通所リハビリテーション事業所に従事するスタッフは以前
にも増して多くなったと言えるでしょう。
　もともと人材育成も目的としている制度になります。管
理者以外の従事者も要件を満たせば申請は可能なものでし
た。しかし、旧制度では取得にあたり 3 年以上の経験年数
を必要とされていました。事業所のスタッフによっては、
大会参加や演題発表、研修会への参加等で知識を身に付け、
経験を積んでも、多数スタッフがいる中でのジョブロー
テーションや配置転換等で、申請に繋がらなかったケース
もあったかと思います。

　新制度では取得にあたり必要経験年数を 2 年以上へと短
くしました。従来よりも早く申請が可能となった分、要件
に関しては細かく設定しています。「認定デイ・ケアマス
ター」として、専門的な知識や経験・技術を補填していく
ためにも最短２年で取得するには、相応のカリキュラムに
参加していく必要性はあります（図１：新制度「認定デイ・
ケアマスター」の要件）。３年の期間を経て認定管理者の
申請に繋げた方々にはご理解いただきたいと存じます。
　また、今回の新認定制度は、要綱における文言が“管理者”
から“従事者”になったことでの申請のしやすさから、様々
な活用ができるものだと考えています。介護保険領域の通
所系サービスにおける教育体制への活用や、 “一定の水準
を満たしているスタッフがいる”　という地域における事
業所の存在価値の向上、その他にも、承認されることでの
スタッフ個人のモチベーションの向上（図 2：認定証発行）、
職場やチームとしてのスキルアップ、など多くの相乗効果
を期待しています。
　これまで以上に通所系サービスに精通した従事者を育成
し、仲間を牽引していける存在を増やしていければと思い
ます。

旧制度 新制度
名称 認定管理者 認定デイ・ケアマスター
認定期間 5 年

要

件

1. 対象 当協会の会員（個人会員含む）
2. 対象者 通所系サービスの管理者および従事者　※旧制度に関しても管理者のみを対象にしたものではない
3. 実務経験 3 年以上 2 年以上

4. 必須要件 ① 認定管理者研修会
（スキルアップセミナー）を履修

認定デイ・ケアマスター研修会
（スキルアップセミナー）を履修

5. 必須要件 ② 研究大会や研修会等に参加し、　
5 ポイント以上取得

1：全国デイ・ケア研究大会、もしくはリハビリテーション・ケア合
同研究大会のいずれかに参加し、1 演題以上の通所系サービス（通
所介護・通所リハビリテーション等）に関連した内容を発表（共同
演者も含む）

2：当協会主催の研修会において、3 項目以上の研修会に参加
3：施設長、または上司の推薦を有す

更新要件
認定有効期間の満了日までに、
　1. 継続して当協会の会員
　2. 新たに認定デイ・ケアマスター研修会（スキルアップセミナー）の履修
　3. 当協会主催研修会や研究大会に参加し 10 ポイント以上を取得

※詳細は当協会 HP をご参照ください

事業所名 住所
社会医療法人青洲会　青洲会デイケアセンター 長崎県平戸市田平町山内免 612 - ４
社会医療法人甲友会　西宮協立デイケアセンターほほえみ 兵庫県西宮市津門呉羽町 10 - 13
青磁野リハビリテーション病院せいじのデイケアセンター 熊本県熊本市西区島崎２ - 22 - 15
おまち整形外科医院　デイケア 岡山県岡山市中区雄町 281 - ６
介護老人保健施設　伸寿苑デイケアセンター 福岡県北九州市小倉北区篠崎１ - ５ - １
医療法人池慶会　池端病院　デイケアしくら 福井県越前市今宿町８ - １
医療法人真正会　霞ヶ関南病院デイホスピタル 埼玉県川越市安比奈新田 283 - １
小倉リハビリテーション病院　南小倉デイケアセンター 福岡県北九州市小倉北区篠崎１ - ５ - １
医療法人珪山会　鵜飼病院 愛知県名古屋市中村区寿町 30番地
医療法人渓仁会　定山渓病院 北海道札幌市南区定山渓温泉西３ - 71
南東北通所リハビリテーションセンター 福島県郡山市八山田７ - 115
愛健医院　通所リハビリセンター 長崎県佐世保市上本山町 1059番地
サテライト蜻蛉 奈良県御所市茅原 168 - １
通所リハビリテーション　銀屋通り 長崎県長崎市銀屋町４ - 11
石巻健育会病院 宮城県石巻市大街道西３ - ３ - 27
医療法人社団 SHIODA 千葉県茂原市請西東８ - ５ - ３
介護サービススマイル永生 東京都八王子市椚田町 588 - 17
札幌渓仁会リハビリテーション病院 通所リハビリテーション 北海道札幌市中央区北 10条西 17 - 36 - 13
老人保健施設　シルピス大磯 愛知県名古屋市南区戸部町３ - 55
通所リハビリテーションきんかい 鳥取県米子市錦海町３ - ４ - ５
おゆみの診療所 千葉県千葉市緑区大金沢町 364 - １
苑田会リハビリテーション病院 東京都足立区谷中５ - ９ - 11
介護老人保健施設レ・ハビリス桜十字デイケアセンター 福岡県福岡市中央区渡辺通３ - ５ - 11
いしかわ内科 宮崎県宮崎市神宮西１ - 49 - １
大分リハビリテーション病院　通所リハビリテーション事業所 大分県大分市大字志村字谷ヶ迫 765番地
在宅総合ケアセンター元浅草　たいとう診療所 東京都台東区元浅草１ - ６ - 17　
坂ノ市リハビリテーションセンターもみの木 大分県大分市坂ノ市中央１ - 269 番
東京湾岸リハビリテーション病院併設谷津居宅サービスセンター 千葉県千葉県習志野市谷津４ - １−１

1.　認定制度の文言が「管理者」から「従事者」へ

※これまで「認定管理者」の方々は、令和 3 年 4 月より「認定デイ・
ケアマスター」に自動移行しています。

2.　現在は 31 名の「認定デイ・ケアマスター」を全国各地に

次ページにて、認定デイ・ケアマスターの声をご紹介します

https://www.facebook.com/daycare.jp/Japan Association for  Day Care

【 認定デイ・ケアマスター 】
令和３年度より新認定制度『認定デイ・ケアマスター』が開始されました。これはこれまでの認定管理者制度の
門戸を拡げつつ申請要件は細分化、よりいっそう価値あるものに発展されています。知識・技術の向上はもちろ
んのこと地域への信頼度向上、スタッフのモチベーションアップにも繋がります。その新制度の詳細をどうぞ。

図１. 新制度「認定デイ・ケアマスター」の要件

図２. 認定デイ・ケアマスター所属施設一覧 

新 制 度

認定デイ・ケアマスターとは：
通所系サービス（通所介護・通所リハビリテーション等）において求められる必要な専門的知識・経験・技術を
有する従事者として認められた者。

認定デイ・ケアマスターの目的：
通所系サービス（通所介護・通所リハビリテーション等）の質の向上、利用者の自立支援、地域住民の自助・互
助活動への支援を行い、地域リハビリテーションの普及・啓発を促す通所系サービス従事。



注目の在宅リハビリテーションエキスパート・ジェネラリストコースがいよいよスタートを迎えること
になります。昨年はコロナ禍から開催を断念せざるを得ない事態となりましたが、その期間も開催の準
備を進め、万全の体制でお届けいたします。ぜひ参加して体感していただきたい新しい研修会です。

在宅リハビリテーションエキスパート・ジェネラリストコース
EXPERT GENERALIST COURSE

　コロナ禍で残念ながら 2020 年度の開講を１年延期して
いました在宅リハビリテーションエキスパート・ジェネラ
リストコース（EG コース）が、8 月よりいよいよ開講い
たします。このコースはあらゆるケースに対してオールラ
ウンドに対応可能なリハビリテーションマスターを育成
し、生活期（在宅）リハビリテーションの質の向上に寄与
することを目的としたコースです。
　開催方式は当面はオンラインでの開催としていますが、
コロナ禍の社会状況もみながらハイブリッドでの開催も柔
軟に対応していく予定です。コース内容ですが、まずは下
記にある豪華な講師陣をご覧ください。講師陣の方々と扱
うテーマを見てもらうだけでも在宅リハビリテーションエ
キスパート・ジェネラリストコースの充実した内容がご理
解いただけると思います。講義内容も在宅でのリハビリ
テーションにかかわる疾患から倫理面、就労支援、訪問看
護や通所介護、訪問リハビリテーションの役割、さらには

コミュニケーションスキルや情報管理、生産性向上など、
ありとあらゆる方面をカバーしており、リハビリテーショ
ンマスターの育成という目的を十二分に果たせる内容に
なっています。
　これら講義をディスカッションや修了試験も含めて約 8
か月間、4 クールにわたって受講することで幅広い各テー
マをより深く学べることができます。そして修了後は日々
臨床の実践に役立つばかりか、地域づくりにおいてもその
知識は活かさせること間違いありません。
　参加申し込みは 8 月 13 日まで受け付けており、詳細は
当協会ホームページにてご確認できますので、皆様のご参
加をお待ちしています。コース受講で皆さんの日々疑問に
思っていることや、今まで仕事で時間がなく学びなおしが
できなかったテーマについて、改めて学びの機会ができる
と思います。他にはない充実したセミナーになっています
ので、奮ってご参加ください。

【← 研修情報と申し込みはコチラ】

認定デイ・ケアマスターの声

【← 研修情報と申し込みはコチラ】

谷口 貴子　西宮協立デイケアセンターほほえみ / 西宮協立デイケアセンター第２ほほえみ 所長

Master's Voice 1

　旧認定制度「認定管理者」の第１期
を受講し、「認定デイ・ケアマスター」
と併せて８年が経ちます。8 年の間に
取り組んだことの中から、当事業所の
広報活動についてご紹介します。
　当事業所は３～４時間、６～７時間
の２つの通所リハと、通所リハの療法
士が兼務する訪問リハを運営していま
す。事業所のある兵庫県西宮市は、近
隣のデイサービスで機能訓練を行って
いる事業所が多く、通所介護と通所リ
ハの違いがとても分かりにくい地域で

す。
　そこで、当事業所では「デイケアだからできること」、「デ
イケアの役割」を知ってもらうため、その強みを伝える広
報活動に力を入れています。
　広報活動の基盤として大切にしていることは「デイケア
について語れる職員を増やすこと」です。デイケアをよく
知り、その役割を語ることができるメンバーを増やすこと
は、“やりがい”と理念の浸透にもつながっていきます。
デイケアとしての気づきや制度改正等の情報を毎月の運営
会議にて共有しており、さらに、入職時や勉強会等では「デ
イケア」をしっかり学ぶ機会も設けています。
　デイケアは居宅訪問、リハ会議、サービス担当者会議な
ど、日常的に外出する業務があります。その全ての場面が

広報活動の場と言えるでしょう。そうした場でスタッフが
自分の言葉でデイケアの役割を伝えることができれば、他
職種にデイケアについて理解していただけることにつなが
ると考えています。
　また、紙と WEB、双方の媒体が持つ強みを活かした情
報発信を充実させるべく広報委員会を設置。デイケアは

「加算が難しい」「料金が高い」という苦手意識を払拭させ、
メリットを感じていただけるような内容で、保存したくな
る広報誌を目指しています。利用者・ケアマネジャー・一
般の方に向けた 3 種類を年 4 回発行、当法人のホームペー
ジやブログなど WEB 媒体へも展開しています。
　広報媒体の整備には手間も人手もかかりますが、利用者
さん・ご家族・ケアマネジャー・他サービス全てにデイケ
アの役割を知ってもらうことで、よりよい連携と利用者さ
んへの支援につながると思います。
　今後も認定デイ・ケアマスターとして、地域全体に視野
を広げて活動していきます。

佐藤 寛之　坂ノ市リハビリテーションセンターもみの木 管理者

私の所属する社会医療法人関愛会は、
「地域包括ケアの推進」、「地域貢献」、「自
己研鑽」を法人理念とし、「関アジ・関
サバ」でおなじみの大分県大分市佐賀関
地区にある佐賀関病院を中心に医療・介
護・福祉の各種事業を展開しています。
へき地医療や在宅医療にも注力し、病院
～在宅～介護施設を連携させた包括ケア
の推進に法人全体で取り組んでいます。
　私が、本格的に通所リハの業務に携わ
るようになったのは平成 27 年 4 月、当
事業所の新規開設に合わせて異動となっ

たことからになります。27 年度と言えば、介護保険制度
の改正のタイミング、「活動・参加」、「中重度者」に焦点
をあてたリハビリテーションが表に出た時期です。
　介護保険領域の知識が皆無の状態でしたので、当時より
大事にしていたのは「事上磨錬」の如く、加算や制度変更
に見える制度解釈を行うことで自身のマネジメント能力を
高めていくこと、そして生活の現場に足を運ぶことでした。
　ご利用者様自身の在宅生活という時間軸の中で、私たち
が関われる有限の時間に、いかに最大限の効果を発揮でき
るか、QOL を高められるか、中重度者の可能性を閉ざさ

ぬよう、利用者様・ご家族様の心・生活に灯をともせるか。
そのために生活現場に足を運び PDCA サイクルを多職種
で共有していく、まさに地域を駆け回ってきた６年間だっ
たと感じます。　
　認定デイ・ケアマスターと名乗らせていただくには、お
こがましいにも程があるほど未熟者ですが、ありがたいこ
とに現在、当事業所の管理者としても従事させていただい
ております。
　現場業務に加え、慣れない数字やデータ管理、制度改定
に伴うシステムの再構築におろおろする毎日ですが、私に
は非常に印象に残っている言葉があります。それは、全国
デイ・ケア研究大会にて聴講した際にお聞きした、「制度
改定の度にサービスの形は変わっていくが、障がいを有す
る人の痛みや苦しみを理解する能力は常に高めていかなけ
ればならない」という浜村明徳先生からのお言葉です。
　制度改定のみならず、新型コロナウイルスに代表される
ような社会情勢の中で、サービスの形は変わらざるを得な
い状況も多いです。しかしながら、私たちがこの職業を選
んだ根本の部分は何か、迷った際には立ち返れる本質を仲
間に伝えながら、ご利用者様の生活を支えるリハビリテー
ションを追求し日々仲間と共に現場に足を運びながら研鑽
を続けています。

https://www.facebook.com/daycare.jp/Japan Association for  Day Care

講義テーマ 講師 所属
在宅リハビリテーション総論 近藤 国嗣 一般社団法人　全国デイ・ケア協会　会長
在宅リハに必要な診療報酬・介護報酬のポイント 近藤 国嗣 一般社団法人　全国デイ・ケア協会　会長
内部疾患の在宅リハビリテーション 海老原 覚 東邦大学　教授
在宅における神経・筋疾患患者に対する必要な知識とその対応 原 元彦 帝京大学医学部附属溝口病院　教授
フレイル・サルコペニアに対する評価と支援 山田 実 筑波大学　教授
がん患者の在宅リハビリテーション 辻 哲也　 慶應義塾大学病院　教授
認知症の理解とその対応 田中 志子 医療法人大誠会　内田病院　理事長
発達障害児小児に対する必要な知識とその対応 和田 勇治 東京都立小児総合医療センター
精神疾患を有する者に対する必要な知識とその対応 三根 浩一郎 公益社団法人　全国老人保健施設協会　副会長
在宅リハに求められる必要な評価と解釈 澤潟 昌樹 在宅総合ケアセンター元浅草　副施設長
在宅に必要なフィジカルアセスメントの知識とリスク管理の方法と実際 宮越 浩一 医療法人鉄蕉会　亀田総合病院リハビリテーション科　部長
在宅リハに必要な摂食・嚥下機能の評価と応用 戸原 玄 東京医科歯科大学　教授
在宅リハに必要な栄養学とその対応 近藤 国嗣 一般社団法人　全国デイ・ケア協会　会長
排泄学　排尿・排便の仕組みと在宅における支援 西村 かおる NPO法人日本コンチネンス協会　名誉会長
在宅におけるADLの評価とその対応　　　排泄・移乗・入浴 坂田 祥子 東京湾岸リハビリテーション病院リハビリテーション部　副部長
在宅リハ支援に必要な住環境整備の理解と実践 小林 毅 一般社団法人　日本作業療法士協会　理事
在宅リハビリテーションにおける転倒予防 大高 洋平 藤田医科大学　教授
在宅リハビリテーションに必要な脳卒中患者の歩行再建と装具療法 近藤 国嗣 一般社団法人　全国デイ・ケア協会　会長
ケアマネジメントの理解と自立支援 能本 守康 一般社団法人　日本介護支援専門員協会　常任理事
活動参加に効果的に働きけかける生活行為向上マネジメント 土井 勝幸 一般社団法人　全国デイ・ケア協会　副会長

かかりつけ医の役割と連携における工夫 石垣 泰則 コーラルクリニック院長／一般社団法人日本在宅医
療連合学会　代表理事副会長

通所リハビリテーションの果たすべき役割と他事業所連携 岡野 英樹 一般社団法人　全国デイ・ケア協会　理事
通所介護の果たすべき役割と他事業所連携 小室 貴之 株式会社楓の風　代表
訪問リハビリテーションの果たすべき役割と他事業所連携 宮田 昌司 一般社団法人 日本訪問リハビリテーション協会会長
訪問看護の果たすべき役割と他事業所連携 高砂 裕子 一般社団法人　全国訪問看護事業者協会　副会長
在宅生活者に対する施設リハビリ（老健）の果たすべき役割と他事業所連携 野尻 晋一 一般社団法人　全国デイ・ケア協会　理事
総合事業（介護予防・日常生活支援総合事業）の基礎知識と関わり 日名子 まき 厚生労働省　老健局　老人保健課
在宅リハにおける失語症者の支援と対応 山本 徹 医療法人社団永生会　法人本部　リハビリ統括管理部
在宅生活を送る高次脳機能障がい者の支援 橋本 圭司 はしもとクリニック経堂　院長
就労支援に必要な制度の理解と効果的な実践例 平田 好文 医療法人堀尾会 熊本託麻台リハビリテーション病院　理事長
在宅リハ支援の中で人生の最終段階における意思決定支援に必要な知識とその対応 佐原 まち子 一般社団法人WITH医療福祉実践研究所代表理事
在宅リハにおける倫理的配慮と事故対応 鈴木 雄介 鈴木法律事務所（医師／弁護士）
在宅支援に求められるコミュニケーションスキル 取出 涼子 医療法人社団輝生会　教育研修局　部長
在宅リハビリテーションにおける情報管理 染谷 和久 かすみケアグループ　情報戦略室　室長
事業所運営と事業戦略の考え方と業務改善による生産性向上への取り組み方 岡野 英樹 一般社団法人　全国デイ・ケア協会　理事

新 制 度

Master's Voice 2

いよいよ始まります。

広報誌ほほえみ通信ぷらす。利用者用、ケア
マネジャー用、一般用と３種発行している。
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私は通所リハビリに従事して 10 年以上
経過している。３年ごとに訪れる改定が、
利用者様に提供しているサービスにどのよ
うな影響を及ぼすか、毎回期待と不安を
もって迎えている。そのような中、経営戦
略セミナーに参加させていただく機会を得
た。

岡野先生から、令和３年度介報報酬改
定について概要を教えていただき、平井先生からは、全国
の通所リハビリ事業所の現状をご報告いただいた。さらに、
代表となっていただいた３事業所から実践報告を聴いた上
で、グループワークではお互いの情報交換をすることがで
きた。それらの学び、交流の中で、改定を迎えるにあたり
抱えていた自分の中の不安要素はいつの間にか消え去り、
自分たちの事業所の取り組みや方向性は間違っていなかっ
たという実感に変わっていた。

＠ 経営戦略セミナー

　これまでも全国デイ・ケア協会主催の研修会等に参加さ
せていただいていたが、思い返すと、いつも研修会参加後
には今回と同じような感覚を実感してきた。それは参加し
ている皆様と同じような悩みや不安を共有できるとともに、
皆様が実践している様々な取り組みから刺激を受けること
ができるからだと思われる。
　通所リハビリがおかれている現状は、感染症対策を徹底し
た上で、利用者様に安心できるサービスの提供が必須条件と
なっている。この１年、どの事業所の皆様も、直面している現
状に苦しみながらも、利用者様により良いサービスを提供しよ
うと試行錯誤を繰り返してきたと思われる。今後も協会の研修
会に参加し、同じ悩みや共通した信念を持った皆様と情報共
有しながら、当施設を信頼してご利用してくださる利用者様、
ご家族様に安心できる質の高いサービスを提供していきたい。

 活動と参加してみた！ 

介護老人保健施設 オネスティ南町田
理学療法士  森本 卓也

join join && learn learnjoin & learn

不安要素の霧散と方向性の確信、そして共有と刺激。収穫多きセミナーでした。

meet our friendmeet our friend  meet our friend 

 はじめに
「西には文化・東には芸術」と日本らしさが詰め込まれた
街、「上野・浅草」。寺社や商店街、人力車が車道を行き
交う、そんな古き良き日本を体感することができる台東
区に、在宅総合ケアセンター元浅草は位置しています。
　在宅総合ケアセンター元浅草は、地域の方々の在宅支
援と自立支援を目的として、リハビリテーションを中核
とした医療・介護サービスを総合的に提供する施設です。
診療所の機能だけでなく、訪問看護の機能と居宅介護支
援事業所の機能も併せ持ち、互いに連携を取りながら循
環型施設として、地域社会での生活継続をサポートして
います。
　生活期のリハビリテーションサービスとして、外来・訪
問・通所リハビリが同施設内に存在し、利用者さまの状
態に合わせ、切れ目のないサービスを行っています。また、
多くのスタッフが２事業を担当しており、多角的な視点
を持って、利用者さまに最適なサービスの提案・提供を
行っています。

 通所リハビリテーションの特徴
　「短時間 (１－２h)」、「中時間 ( ３－４h)」、「長時間 ( ６－
７h)」を展開し、利用者さまとご家族のニーズに合わせて
利用時間の選択が可能となっています。どの利用時間で
も軽度～重度の障がいを有する方を受け入れており、医
師を交えた多職種で関わることができます。多職種連携
と SPDCA サイクルによる質の高いリハビリ提供するため
に、リハビリテーションマネジメント加算 B の算定率も
高いです。また、その方に合った「目標」を掲げ、スタッ
フ全員で共有し、「その人らしく」生活できる関わりを意
識しています。
　目標に関しては、身体機能面の向上に偏ることなく、
活動・参加にバランス良く働きかけることを心がけ、数
値なども盛り込み、より明確にすることを意識していま
す。目標が明確化されることで、期間を限定して卒業 ( 修
了 ) を見据えた関わりや、必要な方には復職支援まで関
わります。
　当施設では「居宅訪問」を積極的に実施し、利用者さ
まの生活の場を知る事で、現在の問題点や今後予想され
る課題に対して早期にアプローチしています。自宅に課
題がある場合には訪問系サービスの介入を促し、自立度

会員施設会員施設
自己紹介自己紹介
会員施設
自己紹介

の高い方には「通いの場」などのインフォーマルサービス
の情報提供を実施し、社会参加を促す場合もあります。
　同施設内に多機能、多職種が存在している強みを活かし、

「必要なときに、必要なサービス」を提供できるように常
に意識しています。

さいごに
　在宅総合ケアセンター元浅草は、スタッフ全員が「この
場所なら自分たちの家族を安心して任せられる」、「自分た
ちが住む地域にこんな場所があれば安心だ」と思えるよう
な施設づくりを目指しています。これからも医療・介護の
両側面から多種多様なサービスを提供し、病気や障がいを
もった人が、住み慣れた家や地域で「その人らしい」生活
ができるように支援していきます。

地域に根付き、　人に寄り添う。再び輝いた人生を送れるように。

医療法人社団輝生会
在宅総合ケアセンター 元浅草

https://www.facebook.com/daycare.jp/Japan Association for  Day Care

今回のスキルアップセミナーでは、通
所リハの歴史や役割、評価の重要性など
について多岐にわたる講義が行われまし
た。特に印象に残っていることは、様々
あるリハビリテーションサービスの中で
も、通所リハの強みとしては多様なアウ
トリーチ機能があるということについて
です。利用者に通所施設へ出向いていた

だいて介入をするということに限らず、訪問指導の実施や、
訪問リハとの併用、生活行為向上リハの活用など、リハ専
門職が生活の場へ出向いていく機能が増えてきているため、
地域の特性や対象者のニーズに応じて、必要なサービスを

＠ スキルアップセミナー

柔軟に変更しながら提供していくことが重要だということ
を改めて認識することができました。
　研修会に参加させていただくと、講義やグループワーク
を通していつも刺激をいただくことができます。日々の業
務に追われていると、つい、ルーチンワークとなってしま
いがちですが、研修で得られたことをヒントに、私たちの
通所施設ではどんな役割を果たすべきなのかをしっかりと
考えながら、新しいことへチャレンジする気持ちを忘れず
に持っていたいと思います。

 活動と参加してみた！ 

谷津居宅サービスセンター
理学療法士 南雲 とわ

join join && learn learnjoin & learn

通所リハだからこその強みを再認識。様々なヒントに溢れていました。

Zoom によるオンラインで、介護報酬
改定セミナーに参加しました。“R3 改定
にて通所リハに求められているものと
は？”のサブタイトルどおり、今後通所
リハがどの方向に進むべきかを考えなが
ら視聴しました。

その中で、新型コロナウイルスや大規
模災害をきっかけに、整備の必要性を実

感したサービスの安定的な継続、また認知症施策推進大綱
を受けての全職員の認知症対応力向上、そして、通所リハ
が得意とする自立支援と重度化防止の取り組みの推進など、
事業所の運営基準を見直しながら、報酬対応が必要である
ことが理解できました。リハビリテーションマネジメント
やケアマネジメントにおいて、近年聞き慣れてきた「エビ
デンス」「プロセス」「アウトカム」という keyword は、今
回の改定で、なお強化されましたが、利用者との共通言語
としての課題はまだまだであると感じています。しかし、

＠ 介護報酬改定セミナー

専門職同士では少しずつ意識してケアプランを検討するこ
とが増えていると思っています。そして、今回の目玉とも
言える LIFE に、事業所の体制加算として全面的に協力す
ることで、利用者個人のフィードバックだけでなく、事業
所へのフィードバックが得られるというメリットがあり、
自事業所の長所や短所を見つけることができ、より効果的
なサービス提供が検討できると楽しみにしています。

例年であれば、東京や大阪で開催されるいくつもの報酬
改定セミナーに、足を運んで、時間をかけて参加するとい
う形でしたが、今回はオンライン開催、データでの資料の
提供により、業務の合間を縫って参加することができまし
た。毎回、年度末は、改定以外の対応にも追われる時期で
あるため、オンラインでの効率的な開催はとても有意義な
ものとなりました。ありがとうございました。

 活動と参加してみた！ 

介護老人保健施設 鴻池荘
相談員 福本 美和

join join && learn learnjoin & learn

深く理解ができ、今後も楽しみになった。オンライン開催は効率的で有意義。

オンラインでの開催も定着していく中で、オンラインならではのメリットも発見しより良質な研修会
をお届けできるよう協会では頑張っています。今回の活動と参加してみた！ は３名がご登場。オンラ
インでは伝わりにくいと言われがちな、共感、共有、刺激も問題なさそうです。

〒 111-0041 東京都台東区元浅草 1-6-17
URLhttps://www.motoasakusa-reha.com

園芸活動。毎回笑顔が楽しみ。地域のかっぱ橋商店街の七夕祭りにも
参加しています。

晴れた日は東京スカイツ
リーの近くまでお散歩。



一般社団法人 全国デイ・ケア協会

一般社団法人　全国デイ・ケア協会　事務局 
住所：〒 101- 0035 東京都千代田区神田紺屋町 14 番地千代田寿ビル３階

TEL：03（5207）2710　FAX：03（5207）2711
E-mail：info@day-care.jp　URL：www.day-care.jp

会 員 特 典

　　
　　◎◎ 当会主催研修会、研究大会を会員価格にて参加可能
　　　・全国デイ・ケア研究大会、リハビリテーション・ケア合同研究大会　・主催研修会
　　　※オンライン開催の研修会も多数企画していきます

　　◎◎ 「デイケアニュース」 の定期発送
　　　・年２～３回発行しております。
　　　　各種研修会情報、協会の活動報告、トピックス、会員施設紹介などご提供しています。

　　◎◎ 制度関連や現場で困っていること等の問い合わせが可能
　　　・原則、会員様のみご対応させていただいています。

　　◎◎ 会員ページの閲覧が可能
　　　・各種資料のダウンロード、研究大会抄録集、当会実施アンケート結果などの閲覧が可能です。
　　　　今後さらなるリニューアルを検討しています。

　　◎◎ 会員への定期的なメール配信
　　　・研修会案内
　　　・制度関連情報　等

　　　※正会員（事業所）の職員は全員上記特典の対象となります。

　当会の前身である、全国老人デイ・ケア連絡協議会は 1994（平成 6）年、老健のデイケアや病院・診療所のデイケ
ア等、全国様々あるデイケアを提供する施設の有志が集まり、情報の共有化・職員の研修・研鑽の機会提供等を目的
として開設、20 年にわたり活動を続けてまいりました。
　現在当会は介護報酬改定における通所リハビリテーションの窓口を担い、報酬改定時においてはリハビリテーショ
ンマネジメントと通所リハビリテーションの意義を問い、加算として位置づけ、質に関わる根幹を表現してまいりま
した。
　また、重度者に対してもより手厚いケアが提供できるサービスとして、地域でのリハビリテーション資源として重
要であることを明確にしてまいりました。生活行為向上リハビリテーションの普及については特に、厚生労働省およ
び各種団体との連携役とし、研修や企画に参画し現在に至ります。
　これも一重に、会員施設の皆様から頂いた多くのご意見や、ご協力の賜物でございます。
　ついては、今後一層地域でのデイ・ケアの役割を全うするために、協会としてより多くの 「声」 を賜りたく、皆様
のお力をお貸しください。
　より一層、通所リハビリテーションが地域に必要とされ地域生活の中核を担うサービスとなるために、今後と
も皆様のご協力をお願い申し上げます。
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編集後記

　コロナ禍の中、2021 年度の介護報酬改定を迎え、会員施設の皆様におかれましては対応にご苦労されていることと思
います。また、昨年より続く COVID-19 への感染対策にかかわる業務負担も大変なものかと思います。通所されるご利用
者様の為に、皆様もお身体に気をつけながらお過ごしください。
　さて、今号におきましては、先述の介護報酬改定に加え、全国デイ・ケア研究大会、リハ・ケア合同研究大会、在宅リ
ハ EG コース、認定デイ・ケアマスターと話題が多く、前号からページを増やして作成するに至りました。大変なご時世
ではありますが、昨年度に比べ学会や研修も形を変えながら開催される機会が増えました。会員の皆様に有益な情報を少
しでも多く届けられれば、と思う次第ですので、今後とも宜しくお願い致します。
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野長瀬 高志（JADC 広報委員）
介護サービス スマイル永生


